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Aちゃんの明る やりたい気持ちを ガンコの理由が分 ちょっと違えた視
さとやさしさに救 持ち続け、チャレンジ かり、意思の強さに感 点で、あなたの良さ













24％（8人） 68％（23人） 41％（14人） 29％（10人）?
におおきくな一れ」、「名前のとおり、悠々自適に生きてくれ。男の子だから、いっぱ
い、いっぱいあそんじゃお一！大きく、大きく伸びて下さい。」等という調子で書か
れており、ありのままの、今、現在の子どもの個性の発現、在りようを、“その子ら
しざ’として肯定し、おおらかに受容し、子どものその子らしさが伸びていくことを
願う気持ちが込められていた。
・さらに、「車のことをこれからも教えてね」「…お母さんの知らないことを教えてね」
「これからも、よろしくね」というような記述も4，5例あり、親が子どもに教える役
割ばかりに固定することなく、親子の関係を平等にとらえ、子どもの内面を尊重しな
がら、子どもからも学ぼうとする柔軟な親の基本姿勢をそこに見ることができる。
・類型③全体の41％（14人）の親が「感心しているところ」に分類される内容の記述
をしていた。ワークショップで気づかされたり、発見した子どものよいところや個性
について、改めて理解を深めたり、感心できることが増えると、親は子どもへ伝えた
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いという意欲が高まるのであろうか。たとえば、子どものがんこさに参っていた親に
とっては、視点を変えてポジティブ面からとらえてみると、「自分なりの意見を主張で
きるとか、意志が強固だとも言えるのだ」ということを発見できたことを、早速、ワー
クショプへの参加の成果や喜びとして、メッセージにこめて、家族へ伝えたくなるの
であろう。
・このような小グループでの話し合い活動と記述内容や感想のシェアリングを媒介にし
ながら、子どもの個性についての感じ方、考え方における視点の移動や多面的な把握
を実体験する課題に集団で取り組む活動は、おしゃべりの楽しさだけではない、認識
と行為において新鮮でインパクトのある学習体験となり、そこでの気づきや発見は、
早速子どもに伝えたり、未来志向性を高める（類型④）方向への促進効果があること
が明確になった。
・類型①「子どもが与えてくれること」に当てはまる内容を参加者全体の24％（8人）
の親が記述しており、そのような視点からもメッセージを書ける親の多さに驚かされ
た。そこには、子どもを、親から与えられ、教えられる一方の存在として一面的にと
らえるのではなく、親も子どもから与えられ、教えられる関係にあるのだという、親
子関係の相互性への基盤的認識の存在が示されている。そして、それらの記述には共
通して、原始的ともいえる生命力に溢れる子どもへの畏敬や感謝の言葉がユーモアの
ある暖かい表現で添えられており、広い視野による親としての余裕が感じられた。
・ 類型④の「未来にむけた抱負」には、より豊かな子どもの成長のために、ワークショッ
プで学んだことをどのように生活にいかしていきたいか、子どもへのかかわり方をど
のように変えたいかについての未来へのメッセージが当てはまっており、それは全体
の42％になっている。語調は、「もっと、……こうしてあげよう」「これから……一
緒にこうしようね」というように、具体的な未来に向けたプランをいきいきと語りか
けるような記述が多い。そこには、グループでの話し合いやシートにメッセージなど
を書き入れる活動体験は、そこでの学習と日常生活とをっなぐ役割を果して、新たな
取り組みへの意欲を促進する働きをしていると考えられる。
（2）開発したワークショプの特性
　　参加者のワークシートについての分析結果と各種の観察結果にっいて考察し、このワー
　クショップの特性を二っの観点から述べる。
　①　活動の枠組みによる構造的な機能特性
　　く親子で同室内の空間を共有したり、分有したりする活動展開は親子の関係体験を拡大
　　し、充実させる成果をもたらしている〉
　　　親子同室制の活動空間枠と、60分で終了する時間枠が設定されていることにより、
　　幼い子どもと親は無理をせずに精神的に安定した状態で活動に参加でき、同室内で親グ
　　ループと子どもグループに分化したり（30分間）、合同する活動においては、活発で相
　　互的な活動が展開しやすくなっていた。このような変化のある活動によって、参加した
　　親と子には、家庭では得られないような多様性と楽しさのある関係体験がもたらされた
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ことになる。
〈親グループ活動における活動単位の多様な変化による力動的な関係展開〉
　親グループの活動単位枠は、活動の展開段階によって変化するように設定されている。
親グループ全員（10人以上）で話し合った後に、3っ位の小グループに更に分化した活
動を展開し、再び合同して親グループ全員で話し合ったりするような変化によって、小
グループ問関係が成立し、隣り合う小グループ同士が相互に刺激し合いながらそれぞれ
のグループ内の活動が活発化し、ワイワイとしたにぎやかな雰囲気における集団全体の
凝集性が高まった。
　子育て中の親にとって、このような自己と子どもが同時にそれぞれ異なる集団活動に、
安心して深くかかわることで充実し、自己と人と課題とのかかわりが相互媒介的に発展
するような関係力動体験は、得難いものであったはずである。4人前後の小人数からな
る小グループ活動により、自己が発言する機会もメンバーの話を聞く機会も増え、小グ
ループ内のメンバー同士の親密さと課題活動への意欲が大いに深まっていた。このよう
な変化はスタッフチームによる親と子ども双方へのサポート体制が基盤として常に存在
することによって、可能になっているのである。
子どもグループ
〈自己（参加者）が、人（メンバー、スタッフ）や物（課題、ワークシート）と相互に
かかわる三者関係的構造における集団状況を基盤とする活動展開により、自己関係、人
関係、物関係が相互媒介的に発展するような力動的な関係展開が促進され、多くの発展
的な活動成果が産み出されている〉
　このワークショップには、「三者関係の原理」6に基づき、自己とメンバー以外に物
（共通課題、ワークシート）が関係単位として加えられ、さまざまな三者関係が展開す
る状況が積極的に設定されていた。このような自己と人と物からなる三者関係や、自己
とメンバーとスタッフからなる三者関係、自己とメンバーと課題からなる三者関係が複
合する状況においては、かかわり合う三者間に多様な関係通路が成立し、それらの通路
を生かした相互的なかかわり合いを意識的に促進する役割をスタッフが担った。このよ
うな状況構造によって、関係が力動的に展開し、自己活動だけでは生まれないようなた
さまざまな関係発展の成果が産み出され、それらをシェアリングの活動によって、メン
バー同士で意識化し共有することができた。
　主として、対人関係においてとらえる三者関係的発展状況の展開例としては、自己と
スタッフとメンバーからなる三者関係の展開場面をあげることができる。この三者関係
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においてスタッフはメンバーに課題を提起する方向性機能を担っているが、活動の展開
過程ではグループの自発性にできるだけまかせるような外接的なかかわり方を心がけて
いた。このようなスタッフの媒介、援助機能があることで、それぞれの小グループは、
自分たちの自発性や個性を大いに発揮し、集中して課題に取り組めていた。
　また、主として、物関係媒介による三者関係的発展状況は、自己と物（課題、パネル
シアター、ワークシート）と人（子ども、メンバー、スタッフ）からなる三者関係にお
いて多様に展開していた。
　このワークショップには、オリジナルに開発された物（パネルシアター、ワークシー
ト）と自己とメンバーからなる三者関係、課題と自己とメンバーからなる三者関係、自
己とワークシートと帰宅後の自己課題における三者関係、自己とスタッフと課題からな
る三者関係、パネルシアターと自己と子どもからなる三者関係等が重層的に展開、発展
する関係状況があり、メンバーがそこでの実体験の楽しさ、喜び、学びを豊かに実感し
やすい構造になっている。
　このような親子共に参加でき、活動での学びが日常生活へっながることを意図したワー
クショップは盛りだくさんな変化に富む課題状況の構造であるにもかかわらず、実践後
の感想シートには、数人から親グループの活動時間の延長を望む意見はあったが、中味
が詰め込み過ぎであるという問題点の指摘はなかった。それは、プレワークショプを重
ねることで、三者関係における一者としての”物”の内容や導入の仕方が、それにかかわ
る自己やメンバーにとって「適切で、魅力的な物」となるように充分な検討がなされた
結果であると考えられる。
　明確な学習課題が存在する課題状況にグループ活動を組み込んだ枠組みのこのワーク
ショップについて、多くの参加者（自己）が楽しさを感じ、人とのかかわり合いから得
られる意欲や学びを深めながら課題に取り組むことで、学びや自覚や未来指向性が促進
されたことをアンケートやワークシートに記述している事実ににおいて、このワークショッ
プの枠組みである基盤としての三者関係的かかわり構造の特性と効果を見ることができ
よう。
②ワークショップにおける学びの特性
　　先に述べた①と重なる部分が含まれるが、参加した親の自己における学びの成立の仕
　方（学び方）に焦点をおいて述べる。
　〈自己関係〉
　　メンバーが積極的に活動へ参加できるようにするためには、活動状況への安心感がメ
　ンバーに成立していることが必要である。このワークショップでは、パブリックな施設
　が会場になっていること、お母さんボランティアのサポーターがスタッフチームになっ
　ている母子同室制の活動状況であること、同じような子育て中の親子が参加者であるこ
　と等の枠組みによって、育児期にある親がメンバーとして心地よく安心して積極的に活
　動へ参加しやすい状況が成立しており、親の学びを支えるための基本的な学習環境づく
　りへの配慮が整っていたといえよう。
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　また、ひとりのメンバーの発言に対して、それとは異なるようなポジティブな視点か
らとらえた自己の意見を順番に伝えるという課題場面では、メンバーみんなで多少の難
しさが伴う課題に苦労しながら取り組むことで緊張感や連帯感が生まれ、“意識的に自
己のものごとをとらえる視点を移動させてみる”という日常では出会わないような課題
をみんなでこなすことで、グループとしての達成感も味わっているようすが観察された。
　順番に、課題に即して自分の考えを言葉で相手に伝える役割を担うことは、一種のロー
ルプレイであり、メンバーや時にはスタッフの援助に助けられながらもその課題にわい
わいと話し合いながら全員で取り組む活動は、緊張感と楽しさが共存する実体験型の学
びとなっていた。それは座学だけでは得られにくいようなインパクトと充実感のある学
びとなり、それを活動後の日常生活に継続的に活かそうとする実践意欲をもたらしやす
いことが、アンケート結果にも示されていた。
〈対人関係〉
　現代の子育ての困難さを実際に体験した子育ての先輩ボランティアであるスタッフチー
ムによる暖かい親子へのサポートがあり、安心して参加できる学習環境の整ったこのグ
ループ活動では、同じような育児期にある、それぞれの個性をもっメンバーと交流でき、
そこで成立する多様な関係通路における対人関係を媒介とした自己関係、課題関係の豊
かな発展が促進されていた。
　このワークショップでは、ワークシートに記述する自己活動の後には必ずシェアリン
グの活動を設定しているが、その理由はシェアリングがもたらす対人関係を媒介とした
自己関係や課題関係の発展による各人の学びを大切にしているからである。個人でワー
クシートに記述する自己活動の後に、必ず各自が自分の記述内容（全部の内容でなくて
もよい）をグループメンバーに発表し合うシェアリングによって、メンバー個々の意見・
感想・発見をグループで共有し、それらはグループで共通課題に取り組む実体験によっ
て得られた集団活動の成果として意識され、そこには人とかかわり合うぬくもりと共に
深められた多くの学びが成立するのである。
　2回行なわれたシェアリングでは自己に成立した体験を意識化すると同時に、他者に
成立した体験について知ることで自己の体験を振り返ったり、他者の感じ方、考え方の
多様性に触れて、自己の感じ方や考え方の幅が広がるような多くの学びにっながる体験
の成立がねらわれていた。
　これまでの、子育てサロンの実践の積み重ねからも、集団活動における“今、ここで”
の体験についてのシェアリングは活字や電子影像を媒体とせず、目の前にいる子育て仲
間との共通の実体験について肉声によって話し合い、分かち合う活動であり、それは、
メンバーをエンパワーし、学びも促進する大きな働きをする活動であることが明らかに
されており、ワークショップについてのアンケート結果からもその効果が明示されてい
る。
　また、シェアリング以外のグループ活動場面でも、いろいろな自分と異なる意見の人
と出会い、共に活動することにより、共通点や相違点を相互に発見できる体験をするこ
とにより、他者の多様な考え方の中に成立する共通性を把握したり、子育ての正解は必
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ずしも一つではないという広い視野に立てるような多面的な思考が育っための学びにつ
ながる実体験がなされているはずである。
　ともかく、これらの事実からは、関係的な存在である人間において、身近な人と人と
のふれあい、っながり合い、助け合いなどの対人関係の発展を媒介にした活動の発展が
もたらす、人の成長や学びへの意欲を促進する力の大きさが明確になった。
　さらに、スタッフとメンバーとの対人関係がもたらすメンバーの学びを促進する働き
の特性についても触れたい。自分たちと同じような育児期の苦労を経験した先輩母親が
ボランティアとして子育てサロンやワークショップのスタッフとして存在することがメ
ンバーにもたらす影響は大きく、アンケートには、スタッフが暖かく親子を迎え、活動
しやすいようにきめ細かな配慮をしてくれることへの喜びと感謝が多く書かれていた。
少し先輩のスタッフがいきいきと活躍している姿に接することで、スタッフを自分の身
近なロールモデルとして意識したり、子育てに埋没している自分も「スタッフのような
立場になれるのだ」と自分の数年先の未来像をイメージしてみる機会を得ることもでき
るのである。そして、専門家ではないスタッフによる、親の主体的な気づきや選択を大
切にするかかわり方に接することで、スタッフに心を開いて気楽に質問したり、スタッ
フの話からも素直に自己の気づきや学びを増やしていきやすくなるメンバーも少なくな
かったはずである。
〈対物関係〉
　このワークショップには、ワークシートに記述する活動が導入されており、それを媒
介として参加者の自己関係、対人関係の発展が促進される活動の枠組みにも、大きな特
性を把握することができる。
　課題に即してワークシートに記述する自己活動は、自己の気づきや考えを意識化し、
文章化する活動であり、その内容は、だだの自由なおしゃべりとは異なった自己の意識
や認識の確立が要求され、それを深化させる活動になっている。このような自己活動が
成立した後に、グループでの話し合いによる集団活動へ移行することは、各人が余裕を
持って発言しやすく、話し合いのスタートをスムースにできるので、限られた短い時間
内でのグループによる課題の掘り下げを可能にしていた。
　目に見えて存在する物であるワークシートは自宅へ持ち帰ることができ、それを常に
目に付きやすいところに貼ることによって、活動後も、シートへの記述内容を日常生活
へ継続して生かそうという意欲が持続することを助ける機能を有することは、数人への
ワークショップ後の参加者へのインタビューでも確認されている。
　また、各自でシートの空白の記述部分に我が子への思い表す短文を書き込むシンプル
な課題に全員が共通に取り組んだり、その文章を順に発表したり、感想を言うシェアリ
ング等の活動では、フリートークのような発散型の活動とは異なる緊張感が必要とされ
るが、このような活動枠があることで、かえって、メンバーには各人各様の感性や個性
が際だって表現される実体験がグループにもたらされるよさもとらえられた。それらの
体験によって、他者の個性やユーモア感覚、多面的な視点からの文章表現等にっいての
刺激のある学びを得たメンバーも多いことであろう。
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　また、親グループの活動空間の設定法から得られる学びの特性としては、育児期にあ
る親がだれでも参加できるような学習環境を設定するという主催者側のポリシーが表現
された設定法であることがメンバーに伝わり、そこで出会えたメンバー同士に安心感と
活動参加と学びへの意欲をもたらしていた。
　子どもが遊んでいる空間と隣接して設定され、床に敷いた敷物の上に車座になって座
り、メンバーは車座を小さく分化させたりしながら、場面に応じた柔軟な空間利用をし
ていた。このような椅子を必要としない設備的にシンプルなセッティングでは、妊娠中
の人や乳児も連れて参加する人がいて、それをさりげなくサポートするスタッフやメン
バーがいることを、ごく自然なこととして受け入れながら、温かい雰囲気のある課題状
況が、混乱することもなく展開できていた。
　以上のように、集団に即した適切な内容や構造であるならば課題や空間利用における
活動を規定する枠（物的な存在）があることで、かえってメンバーの自己が明確化した
り、対人理解が深まるような学びの発展が促進されうることが明らかになった。
IV．総括的考察
　子育ての当事者が、地域の中で子育ての課題を共有することから始まった子育てネットワー
クの活動が、育児期の親と子が地域の中で集い学ぶ子育てサロンを生み出し、専門家や研究者
との出会いを通じて、子どもの個性を発見し感性豊かな子育てを促すワークショップを開発す
るに至った。この一連の取り組みを「育児期にある親の学びの場の創造」という視点で考察し
てきた本稿だが、子育ての当事者が、地域へ、社会へとその世界を広げていくことによって引
き起こされるダイナミズムは、次世代育成という子育て支援の新たな時代に、地域の子育て風
景を変える大きな可能性を備えていることを発見した。平成14年に国立女性教育会館が全国
の自治体に対して行った「子育てネットワーク等子育て支援団体にっいての情報提供のあり方
に関する調査」によると、子育てネットワーク等子育て支援団体は全国1，567団体に上ってい
る。これらの活動が様々な分野の専門家や研究者と有機的につながり豊かに展開することで、
子育ての豊かさを実感できる社会をっくる大きな力になることは確かであろう。新座における
子育てネットワークの事例を通し、全国で取組まれている当事者を核とした子育て支援活動の
いっそうの発展に、本稿が資すれば幸いである。
V．あとがき
本研究をまとめるにあたり、共に開発・実践活動を担った田所裕子さんをはじめとするワー
クショップ開発チームの皆さん、そしてワークショップにメンバーとして参加された親子の皆
さんに心より感謝の意を表します。
注）
　1新座子育てネットワーク
　　埼玉県新座市で1999年9月に社会教育施設で誕生した、子育て中の家族を結び、子育て
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支援者、行政、専門機関、研究者らをっなぐ、子育ての当事者が中心となったネットワーク。
発足以来、公民館・コミセン・児童センターなどで、子育てサロンをはじめ子育て中の親子
の交流や若葉マークの親のための学習講座、運動会、フェスティバル、子育てサークル支援、
子育て通信の発行などに取り組み、保健センターの育児学級への協力や教育委員会・子育て
支援課などとの協働事業も展開している。活動は、地域の母親らによる無償または微償ボラ
ンティアの子育てサポーターによって担われ、あらゆる事業が子育て中の地域の親子に開放
されている。http：／／homepage　2．nifty．com／niiza＿net／
2子育てサークルサミット
　平成11年5月、新座市立西堀新堀コミュニティセンターの事業として3回の連続講座と
して開催。事業の企画には子育てサークル関係者の提案があった。
3ドロップ・イン
　故・小出まみ氏らによるカナダの子育て支援の調査研究により日本に広く紹介された、カ
ナダの子育て支援ニセンターの呼称。
4っどいの広場
　平成14年度、厚生労働省が創設した事業で、その趣旨は「主に乳幼児（0～3歳）をもっ
子育て中の親が気軽に集い、打ち解けた雰囲気の中で語り合うことで、精神的な安心感をも
たらし、問題解決への糸口となる機会を提供することが必要であることから、その機能を有
する『っどいの広場』事業を新たに創設するものである」と記されている。平成14年度は
全国60ヶ所、平成15年度は85ヶ所実施のための予算措置が行われている。
5今後の家庭教育支援の充実にっいての懇談会
　文部科学省生涯学習政策局により平成13年9月に設置された懇談会。子どもの問題の背
景にある家庭の教育力の低下を食い止め、支援のあり方を検討するため15年3月まで設け
られ、「『社会の宝』として子どもを育てよう！」と題した報告書が平成14年7月まとめら
れた。終了時の委員は、座長：大日向雅巳（恵泉女学園大学教授）、大下勝巳（おやじの会
「いたか」世話人）、門川大作（京都市教育委員会教育長）、北村節子（読売新聞社調査研究
本部主任研究員）、河野真理子（キャリアネットワーク代表取締役社長）、見玉夏子（品川区
立平塚幼稚園長）、坂本純子（新座子育てネットワーク代表）、嶋崎悦子（横浜市PTA連絡
協議会会長）、盛永善之（日本青年会議所常任理事）、宮崎次郎（公文教育研究会教育主幹）。
河合隼雄氏は文化庁長官就任に伴い辞任。
6関係理論（創始者　松村康平）における原理の1つであり、人間関係を三者関係的（間
関係的）に把握する認識および技法が人間関係の変革・発展をもたらすのにきわめて有効で
あるという理論。
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